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渋
沢
栄
一
翁
は
、
現
在
の
熊
牛
地
域
に
十
勝
開
墾
合
資
会
社
を
設
立

し
、
清
水
町
発
展
の
基
礎
を
つ
く
っ
た
人
物
で
す
。

　
同
地
域
に
は
今
で
も
同
社
ゆ
か
り
の
建
物
な
ど
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
４
月
に
財
務
省
が
発
表
し
た
、
２
０
２
４
年
（
令
和
６
年
）
に

刷
新
す
る
一
万
円
紙
幣
の
図
柄
に
渋
沢
栄
一
翁
が
選
ば
れ
、
さ
ら
に

２
０
２
１
年
（
令
和
３
年
）
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
主
人
公
に
も
決

定
し
た
こ
と
か
ら
、
渋
沢
栄
一
翁
の
功
績
や
人
物
像
に
脚
光
が
集
ま
っ

い
ま
す
。

　
こ
の
注
目
を
契
機
に
、
町
内
で
も
郷
土
史
へ
の
関
心
が
高
ま
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
元
年
度
は
、
渋
沢
栄
一
翁
の
生
誕
地
で
あ
る
埼
玉
県
深

谷
市
へ
、
町
長
は
じ
め
各
界
代

表
団
が
訪
問
。

　
そ
し
て
、
同
市
の
渋
沢
栄
一

記
念
館
館
長
が
、
本
町
で
講
演

会
を
開
催
す
る
な
ど
、
交
流
を

深
め
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
※
次
頁
以
降
は
敬
称
略

　
　
　
　

約500社の企業設立に携わる

近代日本経済の父

　
渋
沢
栄
一
翁

　

ゆ
か
り
の
地
と
し
て

▲十勝開墾合資会社牧場
出典：『青淵渋沢先生七十寿祝賀会記念帖』　（青淵先生七十寿祝
賀会，1911）　　※提供：渋沢栄一記念館

■ 特集 ■

富岡製糸場や
日本初の銀行設立に携わる

■
１
８
４
０
年
（
天
保
11
年
）

　
榛
沢
郡
血
洗
島
村
（
現
深
谷
市
）
の
農
家
に
生

ま
れ
る

　
７
歳
か
ら
尾
お
だ
か
じ
ゅ
ん
ち
ゅ
う

高
惇
忠
に
学
ぶ

　
「
論
語
」
な
ど
四
書
五
経
、
歴
史
書
を
読
む

■
１
８
６
３
年
（
文
久
３
年
）
23
歳

　
尊
王
攘
夷
思
想
に
影
響
を
受
け
、
尾
高
惇
忠
や

従
兄
弟
た
ち
と
高
崎
城
乗
っ
取
り
な
ど
を
計
画
す

る
が
、
無
謀
さ
に
気
づ
き
中
止
に

　
そ
の
後
、
京
都
へ
向
か
い
一
橋
家
に
仕
官

■
１
８
６
７
年
（
慶
応
３
年
）
27
歳

　
徳
川
慶
喜
の
弟
・
昭
武
に
従
い
パ
リ
万
博
使
節

団
に
随
行
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
視
察

■
１
８
６
８
年
（
明
治
元
年
）
28
歳

　
大
政
奉
還
に
よ
り
帰
国

■
１
８
６
９
年
（
明
治
２
年
）
29
歳

　
日
本
で
最
初
の
合
本
（
株
式
）
組
織
と
な
る
「
商

法
会
所
」
を
設
立

　
明
治
政
府
で
民
部
省
（
後
の
大
蔵
省
）
に
仕
官
。

税
制
・
度ど
り
ょ
う
こ
う

量
衝
・
貨
幣
の
改
正
、
富
岡
製
糸
場
の

設
置
主
任
な
ど
を
兼
務

■
１
８
７
３
年
（
明
治
６
年
）
33
歳

　
政
府
官
僚
を
辞
め
、
国
が
認
め
た
最
初
の
民
間

銀
行
の
第
一
国
立
銀
行
（
現
み
ず
ほ
銀
行
）
を
設
立

■
１
８
９
７
年
（
明
治
30
年
）
57
歳

　
十
勝
開
墾
合
資
会
社
を
設
立

■
１
９
０
８
年
（
明
治
41
年
）
68
歳

　
渋
沢
栄
一
を
は
じ
め
と
す
る
一
行
が
、
十
勝
開

墾
合
資
会
社
農
場
を
視
察

■
１
９
３
１
年
（
昭
和
６
年
）

　
東
京
の
自
宅
に
て
91
歳
で
永
眠

　

幼
い
頃
か
ら
「
論
語
」
を
学
び
親
し

ん
で
い
た
渋
沢
栄
一
。
生
涯
貫
い
た

思
想
と
い
わ
れ
て
い
る
、
論
語
に
あ
る

「
忠ち

ゅ
う
じ
ょ恕の

心
」
と
は
「
ま
ご
こ
ろ
と
思
い

や
り
」
の
こ
と
。
経
済
人
と
し
て
の
活

動
と
と
も
に
、
社
会
福
祉
事
業
に
も
情

熱
を
注
ぎ
ま
し
た
。

　
ま
た
、渋
沢
栄
一
著
書
「
論
語
と
算
盤
」

で
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
道
徳
経
済
合
一

説
」。
利
益
を
追
求
す
る
こ
と
と
、
仁
義

や
道
徳
を
重
ん
じ
る
こ
と
は
、
本
質
的

に
一
致
す
る
と
い
う
考
え
で
す
。

　

渋
沢
栄
一
の
理
念
は
「
道
義
を
伴
っ

た
利
益
の
追
求
」「
自
分
よ
り
他
人
を
優

先
、
公
益
第
一
」。
利
益
を
独
占
す
る
の

で
は
な
く
、
国
全
体
を
豊
か
に
す
る
た

め
に
、
富
は
全
体
で
共
有
す
る
も
の
と

し
て
社
会
に
還
元
す
る
こ
と
を
説
い
て

い
ま
す
。

集 渋沢栄一翁ゆかりの地として特

渋沢栄一の

人物像・功績を

知る

「
渋
沢
栄
一
」
年
表

簡略！

現代に通じる渋沢栄一の精神

　　　　「道
ど う と く け い ざ い ご う い つ せ つ

徳経済合一説」

　
１
８
４
０
年
（
天
保
11
年
）、
埼
玉
県
深

谷
市
の
農
家
に
生
ま
れ
た
渋
沢
栄
一
は
、

20
代
の
と
き
尊
王
攘
夷
運
動
に
加
わ
り
、

高
崎
城
乗
っ
取
り
や
横
浜
外
国
人
商
館
焼

き
討
ち
を
計
画
し
ま
す
が
、
無
謀
さ
に
気

づ
き
中
止
に
。
そ
の
後
、
幕
末
に
幕ば
く
し
ん臣

と

し
て
仕
え
な
が
ら
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
わ
た
っ

て
社
会
や
経
済
を
学
び
ま
し
た
。

　
明
治
維
新
後
は
、
新
政
府
で
大
蔵
省
な

ど
に
勤
め
、
世
界
遺
産
と
な
っ
た
富
岡
製

糸
場
の
設
置
に
関
わ
り
ま
し
た
。

　
１
８
７
３
年
（
明
治
６
年
）
に
政
府
官

僚
を
辞
め
た
後
は
実
業
家
に
。
日
本
最
初

の
銀
行
で
あ
る
第
一
国
立
銀
行(

現
み
ず

ほ
銀
行
）
等
を
は
じ
め
、
約
500
社
の
企
業

設
立
や
経
営
に
関
わ
っ
た
と
さ
れ
、「
近
代

日
本
経
済
の
父
」
と
い
わ
れ
る
所ゆ
え
ん以

と
な

り
ま
し
た
。
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
な
ど
、
道

内
企
業
の
創
業
に
も
多
く
携
わ
り
ま
し
た
。

　

渋沢栄一翁の書が町長応接室に

世界遺産となった富岡製糸場

（画像提供：渋沢栄一記念館）

（画像提供：富岡市）
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「
寛
而
約（
か
ん
に
し
て
や
く
）」。　

　
役
場
町
長
応
接
室
に
は
、
渋
沢
栄

一
翁
が
書
い
た
と
さ
れ
る
揮き
ご
う
し
ょ

毫
書
が

飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
意
味
は
「
広
い
心
を
持
つ
一
方
、

つ
つ
ま
し
く
あ
る
べ
き
」。

　
渋
沢
栄
一
記
念
館
（
埼
玉
県
深
谷

市
）
な
ど
に
出
向
き
、
こ
の
書
に

つ
い
て
調
べ
た
、
十
勝
清
水
郷
土

史
研
究
会
の
草
野
和
好
さ
ん
に
よ

る
と
、
出
典
は
幕
末
の
朱
子
学
者
・

安あ
さ
か
ご
ん
ざ
い

積
艮
斎
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
画
像
提
供　
渋
沢
栄
一
記
念
館
）

[ 渋沢栄一  翁 ]

『論語と算盤』



5 4Shimizu ShimizuMARCH 2020 MARCH 2020

十勝

集 渋沢栄一翁ゆかりの地として特集 渋沢栄一翁ゆかりの地として特

　　　　　　　　■お問い合わせ先■
　　
史跡の詳しい資料や位置図などは、教育委員会社

会教育課（62-5115）までお問い合わせください。

※見学の際に、社会教育課へ事前連絡が必要な施

設がありますので、ご留意願います。

渋沢栄一は
本町の開拓と
地域発展に
貢献

現熊牛地域に本町開拓の礎
いしずえ

となる農場

十勝開墾合資会社を
創設

熊牛地域に残る「渋沢栄一」「十勝開墾合資会社」の足跡を辿
た ど

る

開拓 70 年記念碑

熊牛百年拓魂の碑

青
せ い え ん ざ ん

淵山寿
じ ゅ こ う じ

光寺

十勝開墾株式会社

農場の厩
きゅうしゃ

舎（渋谷農場）

大
たいしょう

勝神社

見学は事前連絡必要

　　1904 年（明治 37 年）に十勝開墾合資会社の

小作人たちが地域の発展を願い、小さい祠
ほこら

を建

て、天照皇大神を祀
まつ

ったのが始まりといわれている。

1911 年（明治 44 年）、同会社の吉田嘉市農場長

が神殿を造営。翌年の1912 年（大正元年）には

拝殿を造成し、新たな元号となった「大正」の「大」

と十勝の「勝」をとって「大勝神社」と名付けた。

　　その後、同社から落葉松や針葉樹 3,400 本が寄

贈。桜の木等とともに境内に植樹されている。

（所在地：字熊牛 63 番地）

　　同社が、1919 年（大正８年）に農場の厩舎とし

て建築。設計は札幌農学校に依頼し建築、同学校

の第二農場がモデルといわれている。当時は、第一・

第二畜舎、資料倉庫、サイロの４つの建物からなっ

ていた。1 階は牛舎・馬舎に区切られ、中央に飼

料などを搬出入するためのトロッコレールが通ってい

た。2階は乾草、馬具等の雑具が入れられていたと

いう。建物はその後一部改築、現在も渋谷農場の

牛舎として使用されている。

（所在地：字熊牛 11 番地）

　十勝開墾合資会社に

よって開拓の一歩が踏み出

された熊牛地域は 1996 年

（平成 8 年）に町より早く

開拓 100年を迎えた。この

碑は、熊牛地域開拓百年

記念事業協賛会により建

立。旧十勝開墾合資会社

　　寿光寺の開教は、十勝開墾合資会社が熊牛

農場内に集会所兼説教所ができたのが始まりとい

われている。1918 年 ( 大正 7年）に説教所を浄

土真宗本願寺派として開基した。1926 年（大正

15年）に寺院創建の機運が高まり、渋沢栄一の

雅
が ご う

号「青淵」を戴き山号を「青淵山」に。寺号

を「青淵山寿光寺」と公称。同会社からの敷地・

材料費の寄附と、渋沢栄一本人からの寄附等も

得て寺院建設工事が始まり、1929 年（昭和 4年）

に寺院が落成した。　　（所在地：字熊牛 64番地）

　1964年（昭和39年）

７月 28日に熊牛地域開拓

70年を記念して大勝神社

の境内に建立。その後、

台座の傷みにより1996 年

（平成8年）に熊牛百年拓

魂の碑の隣に移設。

（所在地：字熊牛71番地）

の本家屋があった地区で、旧河西鉄道熊牛駅付

近でもある地に設置された。

（所在地：字熊牛 71 番地）

寺院には渋沢栄一

直筆の扁
へんがく

額が掲げ
られている

　
「
北
海
道
国
有
未
開
発
地
処
分
法
」
制
定

に
よ
り
、
渋
沢
栄
一
ほ
か
10
名
が
十
勝
川

沿
岸
の
未
開
発
地
（
札
内
・
熊
牛
・
人
舞
）、

約
１
万
２
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
貸
付
予
定
存

置
を
出
願
。
１
８
９
７
年（
明
治
30
年
）に
、

社
員
25
名
と
資
本
金
100
万
円
で
十
勝
開
墾

合
資
会
社
を
設
立
し
ま
し
た
。

　
初
代
社
長
に
従
兄
弟
の
渋
沢
喜
作
が
就

任
し
、
渋
沢
栄
一
は
業
務
執
行
役
員
に
選

出
さ
れ
ま
し
た
。
初
代
農
場
長
に
は
、
元

知
事
・
町
村
金
五
の
実
父
の
町
村
金
弥
が

就
任
。

　

そ
の
後
、
石
川
県
出
身
の
中
尾
喜
作
、

福
井
県
出
身
の
西
倉
西
六
ら
26
戸
99
人
が

第
一
陣
と
し
て
熊
牛
農
場
に
入
植
。
初
め

て
開
拓
の
鍬く

わ
が
打
ち
下
ろ
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
交
通
の
不
便
、
寒
冷
な
気
候
、

物
資
流
通
の
困
難
等
の
悪
条
件
で
事
業
に

支
障
が
生
じ
、
移
住
者
が
定
着
せ
ず
離
散

す
る
者
も
い
た
た
め
、
会
社
は
存
続
危
機

に
。
し
か
し
、
創
業
者
で
あ
る
渋
沢
栄
一

の
十
勝
開
拓
に
か
け
た
意
志
は
固
く
、
資

本
金
を
減
額
す
る
な
ど
事
業
縮
小
を
図
り
、

再
建
計
画
を
重
ね
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
鉄
道
の
開
通
が
転
機
と
な
り

初
の
収
益
を
挙
げ
、
３
代
目
農
場
長 

吉
田

嘉か
い
ち市
の
代
で
農
場
改
革
を
行
い
、
大
正
５

年
に
合
資
会
社
か
ら
株
式
会
社
へ
移
行
し

ま
し
た
。

十
勝
開
拓
に
強
い
意
志

合
資
会
社
を
設
立

　渋沢栄一が十勝の開拓に
力を注いだのは、当時、物事
の流れが先駆けて見えていた
人物だからこそ。熊牛地域の
教育環境をはじめ、生活基盤
をつくった先人として、今も
住民に根付いています。

　新一万円札の図柄に決定した
ことは、ゆかりの地の住民とし
て誇りに思います。経営理念で
ある「道徳経済合一説」、道義
を持った利益の追求という考え
は、私たち農業経営者にも通ず
る哲学だと思います。

　 熊牛地域の住民にお聞きしました！

　　　「渋沢栄一への思い」

地
域
の
教
育
、

福
祉
事
業
に
も
貢
献

　
同
社
は
、
最
盛
期
に
は
耕
作
地
８
千
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
小
作
農
家
550
戸
の
農
場
に
発

展
。
同
社
は
農
場
用
地
の
無
償
付
与
に
力

を
注
ぎ
、
さ
ら
に
は
、
地
域
の
教
育
や
福

祉
に
も
貢
献
し
、
地
域
の
小
学
校
や
大
勝

神
社
、
青
淵
山
寿
光
寺
の
建
設
・
建
立
に

出
資
、
学
校
運
営
費
も
寄
附
し
ま
し
た
。

　

１
９
２
４
年
（
大
正
13
年
）
４
月
に

明
治
製
糖
へ
経
営
権
の
譲
渡
を
経
て
、

１
９
３
４
年
（
昭
和
９
年
）
の
解
散
ま
で

36
年
間
続
い
た
同
社
が
明
治
製
糖
へ
売
却

さ
れ
た
後
も
、
渋
沢
栄
一
は
、
寿
光
寺
の

設
立
の
た
め
に
寄
附
を
す
る
な
ど
、
地
域

発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

白川雅浩さん

熊牛地域連合会会長。農業を
営んでおり、「熊牛の百年」の
編さん委員を務めた経験も。

渋谷正則さん

十勝開墾合資会社跡地で農業
を営む。牛舎は現在も使用さ
れている。

　 十勝開墾合資会社事務所
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図書館司書おすすめ！

■期間限定企画■

集 渋沢栄一翁ゆかりの地として特

渋沢栄一を
通じて
郷土史への
関心を深める

ふるさとの歴史を知ろう

郷土史を
あらためて学ぶ機会に

十勝清水郷土史研究会

　
昨
年
８
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、
中
央

公
民
館
講
座
「
ふ
る
さ
と
講
座
～
清
水
町

の
歴
史
探
訪
～
」
を
４
回
に
わ
た
り
開
講
。

延
べ
80
人
が
受
講
し
ま
し
た
。

　
渋
沢
栄
一
の
人
物
像
を
は
じ
め
、
松
浦

武
四
郎
が
本
町
に
宿
泊
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

な
ど
、
歴
史
的
人
物
と
本
町
の
関
わ
り
を

中
心
と
し
た
講
演
の
ほ
か
、
町
内
の
史
跡

め
ぐ
り
ツ
ア
ー
を
実
施
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
自
分
が
知
ら
な
か
っ

た
町
の
歴
史
が
多
く
、
と
て
も
興
味
深

か
っ
た
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
同
講
座
は
定
員
を
上
回
る
人
気
で
、
主

催
し
た
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
で
は
、

「
町
内
の
文
化
史
跡
は
こ
れ
ま
で
も
紹
介

し
て
い
た
が
、
今
回
こ
ん
な
に
多
く
の
人

が
郷
土
史
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
に

驚
い
た
。
今
後
も
町
民
の
学
び
た
い
と
い

う
意
欲
を
後
押
し
し
た
い
。」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。　

　

こ
れ
か
ら
も

引
き
続
き
、
町

全
体
で
郷
土
史

を
学
ぶ
機
運
を

高
め
る
取
り
組

み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

ま
ち
ぐ
る
み
で

郷
土
史
を
学
ぶ
意
欲
の

醸
成
を

図書館

▼清水町史

▲熊牛の百年

　北海道の開拓や発展に
貢献した人物を紹介する
「先人カード」。先人ゆか
りの地の郷土史料館など
で配布されています。
　本町の先人カードは
「渋沢栄一」。図書館窓口
で希望者にお渡ししてい
ます。
※カードが無くなり次第
終了となります。

　上記の史料以外にも町の史料が図書館には所蔵され
ています。「読んでみたい！」という方は、ぜひ職員に
お尋ねください。
　貸出しはしておりませんので、館内でご覧ください。

　図書館で所蔵の渋沢栄一に関す
る書籍を窓口にて展示、貸し出し
しています。この機会にぜひ読ん
でみませんか？

行ってみよう！

　
同
会
は
、
渋
沢
栄
一
が
注
目
さ
れ
た
こ

と
を
契
機
に
、
歴
史
に
関
心
が
高
か
っ
た

町
民
に
よ
り
有
志
で
発
足
。
現
在
会
員
14

名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
月
に
一
度
の
会
合
で
は
、
会
員
各
々
が

文
献
資
料
や
写
真
を
持
ち
寄
り
、
そ
れ
を

テ
ー
マ
に
毎
回
活
発
な
意
見
交
換
が
さ
れ

て
い
ま
す
。
２
月
の
会
合
で
は
、
渋
沢
栄

一
を
テ
ー
マ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
や
持

論
を
交
わ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
、
同
会
で
は
町
の
歴
史
に
関
す
る

聞
き
取
り
調
査
の
ほ
か
、
町
の
古
い
写

真
・
地
図
や
古
文
書
を
収
集
し
、
リ
ス

ト
作
成
を
行
っ
て
い
く
予
定
。
ま
た
、

昭
和
時
代
等
の
古
い
資
料
を
展
示
す
る

『
清
水
町
の
郷
土
資
料
展
示
会
』
の
企
画

を
考
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
共
同
代
表
の
一
人
、宮
崎
さ
ん
は
「
展

示
会
の
来
場
時
に
で
も
、
皆
さ
ん
の
自

宅
に
あ
る
、写
真
や
地
図
、８
ミ
リ
フ
ィ

ル
ム
な
ど
古
い
資
料
の
提
供
に
ご
協
力

い
た
だ
け
れ
ば
。」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

→会報紙「郷土史通
信」。今後は公共施設
への配置も考えてい
るとのこと。

町の歴史資料の掘り起こしを目的に、昨年１０月に発足

　　渋沢栄一が注目され、郷
土史への関心が高まりつつ
ある今、町をあげて歴史的
資料の発掘に力を入れてほ
しい。同会でも渋沢栄一の
哲学を町民に知ってもらう
機会をつくりたいですね。

　当面の活動は資料収集な
どになりますが、将来は郷
土史の知識を蓄え、本町を
訪れた人たちに、史跡めぐ
りのガイドボランティアや
歴史を伝える活動もできれ
ばと思っています。

郷土史研究会メンバーに

　　 インタビュー！
「町全体で歴史資料
　発掘に力を」

「ガイドボランティアも
　視野に研鑽を積む」

北村光明さん 宮崎幸夫さん

↑定例会合は毎月第２土曜
日 14 時から図書館で開催。

「興味のある方はぜひ見学
に！」とのコメントが。

集 渋沢栄一翁ゆかりの地として特

十勝開墾合資会社の
創設者で、本町とゆ
かりのある渋沢栄一
の人生を豊富な写真
とともに辿れます！

『日本の資本主義を
作った男 渋沢栄一』
　　　　 / 宝島社

先人たちの活躍をカードで知ろう！

「渋沢栄一」のカードを配付中です

℡ 62-3030

「渋沢栄一」
　関連書籍を展示中！

代表は、草野さん（左手前 1 人目）
北村さん、宮崎さんによる共同代表

町の歴史を詳しく知りたい人に
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今
年
２
月
２
日
、「
今
、
渋
沢
栄
一
か

ら
学
ぶ
べ
き
こ
と
」
と
題
し
、
深
谷
市

に
あ
る
渋
沢
栄
一
記
念
館
の
坂
倉
茂
館

長
が
来
町
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で
講
演
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
同
講
演
会
は
昨
年
11
月
に
深
谷
市
に

訪
問
団
が
訪
れ
た
縁
で
実
現
。
町
民
に

渋
沢
栄
一
の
人
物
像
や
考
え
方
を
広
く

知
っ
て
も
ら
う
目
的
で
企
画
し
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
深
谷
市
の
概
要
や
同
記

念
館
、
渋
沢
栄
一
の
功
績
や
生
涯
な
ど

に
つ
い
て
説
明
。
渋
沢
栄
一
の
哲
学
で

渋沢栄一
生誕の地
埼玉県深谷市
との交流

深谷市に訪問団派遣、今後の交流も視野に

渋沢栄一が結ぶ縁を
まちづくりに

埼玉県深谷市は
こんな町！

■論語の里

渋沢栄一生誕の地として
新一万円フィーバーに沸いている

■特産品は深谷ねぎ！ ■イメージキャラクター
　　「ふっかちゃん」

渋
沢
栄
一
記
念
館
館
長
が

来
町
し
講
演
会
を
開
催

本
町
訪
問
団
が

埼
玉
県
深
谷
市
で
交
流

　
昨
年
11
月
10
日
、
渋
沢
栄
一
生
誕
の

地
・
深
谷
市
で
「
渋
沢
栄
一
翁
関
係
団

体
の
集
い
」
が
開
催
。
ゆ
か
り
の
地
で

あ
る
本
町
も
招
待
さ
れ
、
阿
部
町
長
を

は
じ
め
13
名
が
同
市
を
訪
問
、
交
流
を

深
め
ま
し
た
。
集
い
で
は
、
渋
沢
栄
一

に
関
わ
る
史
跡
群
「
論
語
の
里
」
巡
り

や
記
念
講
演
会
、
銅
像
献
花
式
に
参
加
。

　
集
い
に
先
立
ち
、
９
日
に
は
小
島
進

市
長
を
は
じ
め
政
財
界
関
係
者
と
懇
談
。

　
小
島
市
長
は
、
新
一
万
円
札
の
肖
像

画
の
採
用
に
触
れ
て
「
盛
り
上
が
り
を

一
過
性
の
も
の
に
せ
ず
、
両
市
町
の
交

流
を
深
め
て
い
け
れ
ば
。」と
挨
拶
さ
れ
、

阿
部
町
長
も
「
と
も
に
発
展
し
て
い
き

た
い
。」
と
応
じ
、
今
後
も
連
携
・
交
流

を
深
め
る
意
思
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
訪
問
団
の
参
加
者
か
ら
は
「
渋
沢
栄

一
の
功
績
を
説
明
し
て
く
れ
た
の
が
市

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
深
谷
市
が
市
民
の

郷
土
史
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と

に
関
心
し
た
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
縁
を
い
か
し

交
流
を
深
め

ま
ち
の
発
展
に

あ
る「
道
徳
経
済
合
一
説
」に
触
れ
、「
利

己
主
義
が
ま
ん
延
し
て
い
る
な
か
で
、

こ
の
考
え
が
見
直
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
現
代
社
会
が
進
む
た
め
の
ヒ
ン
ト

に
な
る
の
で
は
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
「
北
海
道
に
十
勝
開
墾

合
資
会
社
を
設
立
す
る
に
至
っ
た
思
い

は
何
か
。」
と
の
質
問
に
対
し
、「
渋
沢

栄
一
は
国
が
潤
う
に
は
ま
ず
地
方
か
ら

と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
た
。
ま
た
、

地
域
の
風
土
に
あ
っ
た
企
業
を
設
立
し

て
い
た
。
そ
の
た
め
、
十
勝
に
は
農
場

を
つ
く
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
今
で
言

う
と
地
方
創
生
の
先
駆
者
だ
っ
た
と
い

え
る
。」
と
答
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
新
一
万
円
札
の
肖
像
画
の
採
用

決
定
に
伴
い
、
あ
ら
た
め
て
渋
沢

栄
一
の
功
績
が
全
国
的
に
注
目
さ

れ
て
い
ま
す

　
自
分
の
町
の
歴
史
を
知
る
こ
と

は
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で

と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

　
全
国
に
は
、
渋
沢
栄
一
ゆ
か
り

の
会
社
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
深
谷

市
の
よ
う
に
ま
ち
づ
く
り
の
中
心

に
据
え
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
ま

す
が
、
本
町
の
十
勝
開
墾
合
資
会

社
の
よ
う
に
町
の
開
拓
そ
の
も
の

に
携
わ
っ
た
事
例
は
珍
し
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
今
後
、
深
谷
市
を
は
じ
め
様
々

な
企
業
、
団
体
、
自
治
体
と
渋
沢

栄
一
を
と
お
し
て
、
縁
が
で
き
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
交
流
や
連
携
を

通
し
て
、
お
互
い
の
ま
ち
の
発
展

に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
、
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■　深谷市ホームページ     http://ｗｗｗ.city.fukaya.saitama.jp/　■

　埼玉県北西部に位置し、東京都心から 70 ｋｍ圏にあり、
東は熊谷市、南は嵐山町・寄居町、西は美里町・本庄市、
北は群馬県伊勢崎市・太田市と接しています。
　交通では、関越自動車道などが、広域間の基幹的役割を
果たす道路として機能しています。
　鉄道はＪＲ高崎線、秩父鉄道の２路線で駅を有し、上越
新幹線本庄早稲田駅にも近接していることから、東京都心
方面、上信越方面、秩父方面への交通の要衝となっています。
　人口は約 14 万人。面積は 138.37 ｋ㎡で清水町の約３分
の１の面積です。

　ふっかちゃんは、ウサギ
のようでシカのような生き
もの。地元名産「深谷ねぎ」
のしなやかで豪快な角が特
徴です。
　その可愛らしい姿から広
く愛され、ゆるキャラ（R）
for チルドレン 2015 でグラ
ンプリを受賞しています。

　利根川と荒川に挟ま
れた豊かな大地が育ん
だ深谷ねぎ。糖度が高
くとろけるような食感
が特徴。
　鍋はもちろん、焼き
ねぎにすると甘みがさ
らにひきたつとのこと。

　「渋沢栄一記念館」を中心とした、渋沢栄一にゆかり
の史跡、施設が点在する地域を、深谷市では「論語の里」
と呼び、渋沢栄一の功績とともにＰＲされています。
■総称の由来
　渋沢栄一は７歳から論語をはじめとする学問を尾高惇忠
　に師事。尾高惇忠の家に通った道が「論語の道」と呼ばれ、
　渋沢栄一に関連する史跡も多く残されていることから、　
　それらを総称し「論語の里」と呼ばれています。

→講演には町内外
から150人が参加。
興味深く聞き入っ
ていました。

←講演前日、坂倉
館長は本町の渋沢
栄一ゆかりの場所
を訪問。

（写真：寿光寺）

集 渋沢栄一翁ゆかりの地として特集 渋沢栄一翁ゆかりの地として特

埼玉県深谷市

渋沢栄一記念館
（写真提供：渋沢栄一記念館）
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アイスホッケーの

まちを誇りに！

１月 29 日、チーム
を代表して丸山主
将が、高橋監督と
ともに町長・教育
長へ３位の報告に
来てくれました。

梅森　遥
は る あ

愛　さん

リ
ニ
ッ
ク
御
影
グ
レ
ッ
ズ
に
所
属
。

　

初
の
国
際
試
合
を
体
験
し
、「
外
国

の
選
手
は
日
本
人
よ
り
体
格
が
よ
く
、

体
に
あ
た
っ
て
く
る
プ
レ
ー
も
多
か
っ

た
な
か
、
日
本
チ
ー
ム
は
ス
ピ
ー
ド
で

勝
負
で
き
た
。
心
に
残
っ
て
い
る
試
合

は
、
予
選
で
の
開
催
国
ス
イ
ス
と
の
一

戦
。
相
手
チ
ー
ム
へ
の
大
声
援
の
な
か
、

冷
静
に
ゴ
ー
ル
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
、

も
の
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
。」
と
、
逆

境
の
中
で
も
、
自
分
の
プ
レ
ー
が
で
き

た
こ
と
に
、
強
い
自
信
が
つ
い
た
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　
決
勝
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
戦
で
は
チ
ー

ム
一
丸
で
「
絶
対
に
負
け
な
い
！
」
と

い
う
強
い
気
持
ち
で
挑
ん
だ
そ
う
で
す
。

　
「
優
勝
が
決
ま
っ
た
と
き
、
選
手
、
監

督
、
ス
タ
ッ
フ
含
め
た
全
員
が
、
も
う

言
葉
に
な
ら
な
い
感
じ
だ
っ
た
。
表
彰

式
で
メ
ダ
ル
を
手
に
し
て
も
、
な
か
な

か
実
感
が
わ
か
な
か
っ
た
。
帰
国
後
、

日
本
で
応
援
し
て
く
れ
た
家
族
や
仲
間

が
喜
ん
で
い
る
姿
を
み
て
、や
っ
と
『
優

勝
し
た
ん
だ
』と
い
う
実
感
が
わ
い
た
。」

と
、
そ
の
と
き
の
喜
び
を
か
み
し
め
な

が
ら
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
将
来
の
夢
を
尋
ね
る
と
、「
高
校
に
進

学
後
も
、
今
ま
で
ど
お
り
体
を
鍛
え
て

技
術
を
磨
き
、
シ
ニ
ア
の
日
本
代
表
選

手
と
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る

こ
と
が
夢
。」
と
笑
顔
で
答
え
て
く
れ
ま

し
た
。

　

日本代表
メンバーで
活躍！

  冬季ユース五輪女子アイスホッケー

世界で 金メダル！

アイスホッケー
全国高校選手権大会

　アイスホッケーのまち、清水町。
　本町で育ったアイスホッケー
チームや選手たちが、日本全国
や世界で活躍されています。
　一部ではありますが、この冬
にアイスホッケーで活躍された皆
さんをご紹介いたします。

（御影中学校３年生）

町長賞を受賞

カナダで開催「ケベック国際ピーウィーホッケートーナメント」

日本選抜選手として出場

清水高校アイスホッケー部

３位
　

全
国
高
校
ス
ケ
ー
ト
競
技
・
ア
イ

ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
選
手
権
大
会
（
冬

季
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
が
１
月
に
開
催
。

今
大
会
は
18
年
ぶ
り
の
十
勝
開
催
と

な
り
、
町
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
も
会
場

と
し
て
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

清
水
高
校
は
20
年
連
続
で
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
出
場
。
１
、２
試
合
目
を
順

調
に
勝
ち
進
み
、
３
年
連
続
の
４
強

に
。
準
決
勝
で
は
惜
し
く
も
敗
れ
ま

し
た
が
、
３
位
と
い
う
立
派
な
成
績

を
残
し
ま
し
た
。
今
後
も
更
な
る
高

み
を
目
指
し
、
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。　
　

全校生徒の熱いエールが力に！

梶谷　颯
は や と

　さん
（御影小学校６年生）

　
２
月
18
日
、
１
月
に
ス
イ
ス
で
開
催

さ
れ
た
冬
季
ユ
ー
ス
五
輪
の
ア
イ
ス

ホ
ッ
ケ
ー
女
子
で
初
優
勝
に
輝
い
た
日

本
代
表
メ
ン
バ
ー
、
梅
森
遙
愛
さ
ん
に 

清
水
町
長
賞
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

  

阿
部
町
長
か
ら
「
金
メ
ダ
ル
お
め
で

と
う
。
ホ
ッ
ケ
ー
の
ま
ち
清
水
の
代
表

と
し
て
頑
張
っ
て
く
れ
て
誇
ら
し
い
。」

と
、
表
彰
状
と
記
念
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

  

梅
森
さ
ん
は
、
叔
父
の
影
響
で
ア
イ

ス
ホ
ッ
ケ
ー
を
は
じ
め
、
幼
少
時
か
ら

競
技
の
面
白
さ
に
目
覚
め
夢
中
に
。
持

ち
味
の
ス
ピ
ー
ド
を
武
器
に
小
学
校
か

ら
Ｆフ

ォ
ワ
ー
ドＷ
と
し
て
活
躍
、
現
在
は
高
須
ク

　
２
月
12
日
か
ら
23
日
に
か
け
て
、「
ケ

ベ
ッ
ク
国
際
ピ
ー
ウ
ィ
ー
ホ
ッ
ケ
ー

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
」
に
出
場
し
た
ジ
ャ
パ

ン
セ
レ
ク
ト
（
日
本
選
抜
）
に
、
梶
谷

颯
さ
ん
が
Ｇ

ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
Ｋ
と
し
て
メ
ン
バ
ー
入
り

し
、
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　
梶
谷
さ
ん
は
清
水
御
影
ア
イ
ス
ホ
ッ

ケ
ー
少
年
団
に
所
属
。
１
月
の
全
道
小

学
生
選
手
権
大
会
で
は
、
４
試
合
で
１

失
点
と
い
う
強
固
な
守
り
で
、
５
年
ぶ

り
の
全
道
優
勝
に
も
貢
献
。今
ま
で
培
っ

て
き
た
技
術
な
ど
が
認
め
ら
れ
、
日
本

選
抜
選
手
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
大
会
前
は
合
宿
、
大
会
中
は
カ
ナ
ダ

で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
た
そ
う
で
、「
合

宿
で
は
普
段
一
緒
に
プ
レ
ー
で
き
な
い

選
手
と
交
流
が
で
き
て
良
か
っ
た
。ホ
ー

ム
ス
テ
イ
中
は
、
携
帯
の
翻
訳
ア
プ
リ

で
意
思
疎
通
を
図
っ
て
い
た
。」と
話
し
、

ホ
ッ
ケ
ー
以
外
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
交

流
や
体
験
を
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　
大
会
で
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
チ
ー

ム
（
ア
メ
リ
カ
）、
ケ
ベ
ッ
ク
の
チ
ー
ム

（
カ
ナ
ダ
）
と
の
試
合
に
出
場
。
試
合
に

は
残
念
な
が
ら
勝
利
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、「
相
手
チ
ー
ム
は
組
織
的
プ
レ
ー

に
優
れ
て
い
た
。
ま
た
、
海
外
の
リ
ン

ク
で
多
く
の
観
客
に
囲
ま
れ
て
の
試
合

は
緊
張
し
た
。
精
神
面
で
成
長
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
。」
と
、
大
会

を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
が
あ
っ
た
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
今
年
の
春
か
ら
中
学
生
と
な
る
梶
谷

さ
ん
。「
こ
れ
か
ら
も
仲
間
と
と
も
に
練

習
に
励
み
、技
術
を
磨
い
て
い
き
た
い
。」

と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

初戦となった１月 24
日、清水高校生約 300
人が全校応援を行い、
選手に熱い声援を送
りました。この試合
は快勝、全校一丸で
喜びをわかちあう姿
が見られました。

　　　　　日本で世界で活躍

日本代表初優
勝の快挙を成
し遂げ、笑顔
の梅森さん。　　

（一段目の手前
から２人目）
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　昨年から、ごみ収集の広域化に伴い分別
方法を変更したことで、「不燃ごみの収集回
数を増やしてほしい」という要望をいただ
いていました。
　検討した結果、４月より「不燃ごみ」の
収集日が必ず「月２回」
になるよう変更します。
　広報しみず３月号と
ともに配付予定のごみ
カレンダーで、新しい
収集日をご確認くださ
い。

４月から一部変わります
ごみの収集日が

ごみカレンダー
（イメージ）【問い合わせ先】

　町民生活課生活環境係　電話 62-1151

元気いっぱい育っておくれ！

ち
ゃ
ん

　
原　
　
凪な
ぎ

元気にお姉ちゃんと遊ぼうね！

ち
ゃ
ん

　
原　
　
翠す
い

「ＨＥＬＬＯ ＢＡＢＹ」は、
６か月から２歳くらいの赤
ちゃんを掲載しています。希
望される方は広報広聴係まで
お気軽にどうぞ。

きらり ★ 介護・福祉の仕事人

理学療法士　新田　篤 さん　（29）

「訪問リハ」は生活を取り戻す支援
清水赤十字病院リハビリテーション技術課

　

音
更
町
出
身
。
中
学
校
の
サ
ッ

カ
ー
部
の
活
動
中
に
ケ
ガ
を
し
て

受
診
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
リ

ハ
ビ
リ
の
仕
事
を
知
り
、
札
幌
の
専

門
学
校
に
進
学
。
資
格
取
得
後
、
清

水
赤
十
字
病
院
に
就
職
。
今
年
で
８

年
目
を
迎
え
、
現
在
は
訪
問
リ
ハ
に

携
わ
っ
て
い
ま
す
。　
　

　
通
常
の
病
院
で
の
リ
ハ
ビ
リ
は
、

「
動
け
る
よ
う
に
な
る
」
な
ど
機
能

回
復
を
主
な
目
的
と
し
ま
す
が
、
訪

問
リ
ハ
は
生
活
に
密
着
に
関
わ
っ

て
き
ま
す
。
例
え
ば
、「
大
好
き
な

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
ま
た
出
来
る
よ

う
に
な
り
た
い
」
な
ど
、
利
用
者
の

方
が
以
前
の
生
活
を
取
り
戻
す
こ

と
は
、
明
日
へ
の
希
望
に
も
つ
な
が

る
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
の
目
標
は
、
リ
ハ
ビ
リ
室
を

拡
充
し
、
色
々
な
事
業
を
展
開
し
て

い
け
た
ら
な
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
余
談
で
す
が
、
最
近
は
昼
休
み
に

職
場
の
同
僚
と
ヨ
ガ
や
筋
ト
レ
を

や
る
の
が
流
行
っ
て
い
ま
す
。
お
か

げ
で
ピ
ー
ク
よ
り
15

kg
も
痩
せ
、
肝

機
能
の
数
値
も
低
く
な
り
、
健
康

診
断
も
ば
っ
ち
り
！
も
う
誰
に
も

太
っ
て
る
な
ん
て
言
わ
せ
ま
せ
ん

よ
（
笑
）

福祉のひろば

～
理
学
療
法
士
を
目
指
す
に
は
～

養
成
校
で
必
要
な
知
識
と
技
術
を

３
年
以
上
学
び
、
国
家
試
験
に
合
格

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
養
成
校
に

は
、
４
年
生
大
学
、
短
期
大
学
（
３

年
制
）、
専
門
学
校
（
３
年
制
、
４

年
制
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

健 康

最
前
線

遠　

藤　
 

加　

奈　

保
健
師

宴
会
で
で
き
る
、
血
糖
値
を
あ
げ
な
い

“
ち
ょ
っ
と
の
意
識
“

ごみ分別クイズ！
　ごみの分別が変更されてから約１年
が経ちました。次のごみは何ごみか分
かりますか？今一度確認してみましょ
う！（答えは 16 ページの下）

Ｑ１、缶詰のふた
Ｑ２、スプレー缶
Ｑ３、プラスチックのストロー

要チェック★

町民生活課　木戸主事

今月配付の
　ごみカレンダーを
　　　見てね！

　
血
糖
値
が
高
い
と
血
管
の
老
化
が

進
む
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
み
な

さ
ん
の
血
糖
値
は
い
か
が
で
す
か
。

　
年
度
の
変
わ
り
目
は
宴
会
が
増
え

る
時
期
で
す
ね
。
今
回
、
食
生
活
が

乱
れ
や
す
い
時
期
に
で
も
取
り
組
み

や
す
い
、
血
糖
値
を
あ
げ
な
い
食
事

方
法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

食
物
繊
維
を
と
る

　
「
野
菜
を
と
り
ま
し
ょ
う
」
と
い
う

言
葉
は
、
耳
に
タ
コ
が
で
き
る
ほ
ど

聞
く
と
思
い
ま
す
が
、
や
は
り
大
事

で
す
。
食
物
繊
維
は
、
緑
黄
色
野
菜
、

海
藻
、
大
豆
製
品
、
き
の
こ
類
に
多

く
含
ま
れ
、
血
糖
値
上
昇
を
抑
え
る

は
た
ら
き
が
あ
り
ま
す
。
一
般
的
に
、

１
日
350
グ
ラ
ム
程
（
お
お
よ
そ
、
１

食
あ
た
り
両
手
の
ひ
ら
山
盛
り
）
を

摂
る
こ
と
が
理
想
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
宴
会
時
に
サ
ラ
ダ
や
海
藻
の
入
っ

た
食
事
等
で
食
物
繊
維
を
摂
る
こ
と

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

食
事
の
は
じ
め
に
食
物
繊
維

　
先
に
述
べ
た
食
物
繊
維
は
、
食
事

の
最
初
に
摂
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
血

糖
値
の
上
昇
を
緩
や
か
に
し
ま
す
。

宴
会
で
サ
ラ
ダ
を
注
文
す
る
際
に
は
、

お
か
ず
や
ご
は
ん
よ
り
も
先
に
食
べ

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

お
酒
の
種
類
を
見
直
す

　
ア
ル
コ
ー
ル
は
、
お
菓
子
や
果

物
等
と
同
じ
吸
収
さ
れ
や
す
い
糖

質
か
ら
で
き
て
お
り
、
白
米
な
ど

の
炭
水
化
物
よ
り
も
急
激
に
血
糖

値
を
上
げ
ま
す
。
飲
酒
量
に
よ
り

摂
取
す
る
糖
質
量
は
変
わ
り
ま
す

が
、
血
糖
値
が
気
に
な
る
方
は
糖

質
の
少
な
い
商
品
（
糖
質
０
表
記

あ
り
、
蒸
留
酒
等
）
を
選
ぶ
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
肝
臓

で
代
謝
さ
れ
る
際
に
、
血
糖
値
を

下
げ
に
く
く
す
る
物
質
を
出
す
の

で
、
糖
質
の
含
ま
れ
な
い
お
酒
で

あ
っ
て
も
注
意
が
必
要
で
す
。

ご
自
身
の
状
態
を
把
握
し
ま
し
ょ
う

　
ご
自
身
の
血
液
デ
ー
タ
に
よ
っ

て
は
、
糖
質
よ
り
も
脂
質
や
プ
リ

ン
体
等
を
意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は

自
身
の
身
体
の
状

態
を
知
る
た
め

に
、１
年
に
１
度
、

特
定
健
診
等
を
受

け
ま
し
ょ
う
。
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学 習 情 報

ゆ う

え る

令和２年度　学習内容予定

し
み
ず
学
園

手芸クラブ

■学習会■
10 月 に は「 笑 っ
て健康体操」とい
うテーマで笑いヨ
ガを実践。笑うこ
とが健康につなが
ると学びました。

　　
し
み
ず
学
園
は
、
現
在
192
名
の
学
園
生

が
、
毎
月
１
回
、
午
前
中
に
各
種
学
習
会
、

昼
食
後
に
は
各
ク
ラ
ブ
に
分
か
れ
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

　　
今
年
度
の
学
習
会
で
は
、
１
月
に

（株）
明

治
の
職
員
に
よ
る
「
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
ひ
み

つ
」
と
題
し
た
講
演
で
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
の

歴
史
や
効
果
等
を
、
実
際
に
飲
む
ヨ
ー
グ

ル
ト
を
試
飲
し
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。

　　
ま
た
、
バ
ス
学
習
で
は
帯
広
百
年
記
念

し
い
学
び
の
場
！

楽

明
る
く

館
を
見
学
し
、
そ
の
後
帯
広
卸
売
市
場
で

買
い
物
を
し
て
、
学
び
な
が
ら
学
園
生
同

士
の
交
流
も
で
き
ま
し
た
。

　　
他
に
も
「
桂
夏
丸
落
語
会
」「
浪
曲
を
楽

し
も
う
」「
防
災
に
つ
い
て
学
ぼ
う
」
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
講
義
や
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　　
ク
ラ
ブ
活
動
も
積
極
的
に
活
動
し
、
毎

月
多
様
な
作
品
を
完
成
さ
せ
た
り
、
新
し

い
技
術
を
覚
え
た
り
と
、
有
意
義
な
活
動

を
行
う
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

月　　日 学習内容 講師等（敬称略）

４月21日（火） 開講式・町長講演 阿部一男 町長

５月19日（火） 落語を楽しもう 春風亭 小柳

６月16日（火） レクリエーション交流 -

７月２日（木）
～７月３日（金）

修学旅行
（網走・北見方面） -

８月18日（火） 清水町の歴史を学ぼう 元帯広市議会議長
嶺野侑

９月15日（火） 社会見学
（帯広自衛隊駐屯地） -

10月20日（火） 浪曲を楽しもう 帯広浪曲学校

11月17日（火） 折り紙を楽しもう 折り紙サークル
パピロフレンズ

12月22日（火） 清水と日甜について ビート資料館
職員

１月19日（火） 認知症について 保健福祉課職員

２月16日（火） 映画を楽しもう
（ニート・ニート・ニート） -

３月２日（火） 修了式・教育の四季講演 教育指導幹

で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

●
期
間　
４
月
～
翌
年
３
月(

年
12
回)

●
時
間　
９
時
～
14
時
30
分

　　
受
付
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
講
義
・

　　
昼
食
・
ク
ラ
ブ
活
動

●
対
象　
60
歳
以
上
の
町
民

●
会
場　
文
化
セ
ン
タ
ー

●
会
費　
前
期
２
千
円
、
後
期
３
千
円

●
ク
ラ
ブ
活
動

　　
歌
謡
、
社
交
ダ
ン
ス
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、　

　　
書
道
、
絵
手
紙
、
パ
ソ
コ
ン
、　
い
け
花
、

　　
手
芸
、
映
画
鑑
賞

●
令
和
２
年
度
開
講
式　
４
月
21
日

（火）

●
申
込
み　
文
化
セ
ン
タ
ー

　　　　　　　　　
℡
62-

５
１
１
５

学
園
生
を
募
集
し
ま
す
！

■クラブ活動■
昼食後に１時間半
程度活動。３月の
修了式には成果発
表として作品展示
や舞台発表を行っ
ています。

■修学旅行■
今年度は千歳・小
樽方面へ行きまし
た。自衛隊千歳基
地の見学や小樽散
策をして、たくさ
んの思い出とお土
産とともに帰って
きました。

自衛隊千歳基地

※日程や学習内容、講師は変更になる場合があります。

春～ さわやかな風の中で　元気に力強く

スキー授業をサポート
　２月 14 日、清水小学校の６年生がスキー授
業で新得山に行ってきました。
　当日は、それぞれの力量に応じたグループ
に分かれ、授業に臨みました。
　スキー連盟の皆さんにサポートをいただい
たおかげで、少人数での丁寧な指導が可能と
なり、みんな思い思いに滑り込んでいました。
　ゲレンデは、
先日降った雪の
おかげで滑りや
すく、天候にも
恵まれ、小学校
最後の素敵なス
キー授業として
思い出になりま
した。

図書館だより

毎月 19 日は読
どく

(19) 書
しょ

の日

『創業家一族』　有森隆著／ MDN コーポレーション
『国家の行方』　　　　西尾幹二著／産経新聞出版
『三世代探偵団 - 枯れた花のワルツ』
　　　　　　　　　　　　赤川次郎著／角川書店

『かんばん娘 - 居酒屋ともえ繁盛記』
　　　　　　　　　　　　志川節子著／角川書店

『終の盟約』　　　　　　　　　楡周平著／集英社
『坂下あたるとしじょうの宇宙』町屋良平著／集英社

　新聞、雑誌、ラジオ、テレビなどの情報で
「あ、この本読んでみたいな」と思ったら、ま
ずは図書館に声をかけてください。
図書館には「予約」「リクエスト」というサー
ビスがあるのをご存じですか？
■予約　読みたい本が図書館に入っているけ
れど貸出中というときに、返却後の取り置き
を受け付けるサービスです。
■リクエスト　読みたい本が図書館に入ってい
ないときに、購入または他の図書館から借り
受ける方法で、ご利用できるサービスです。
　皆さんからの「この本ある？」の問い合わ
せは、図書購入の参考にさせていただいてい
ます。なかには「そこまでしなくてもいいよ」
と遠慮される方もいらっしゃいますが、受け
られるサービスを最大限利用して、読書生活
をお楽しみください！

『なんで僕に聞くんだろう』
　　　　　幡野広志著／幻冬舎
　著者は2010年「Nikon Juna21」
を受賞し写真家としてデビュー。
独立を果たし結婚、息子が生まれ

た翌年 2017 年に多発性骨髄腫を発病し余命３
年という宣告を受けました。その事実をブログ
に掲載したところ、大きな反響を呼び、多くの
励ましの声が寄せられたと同時に、たくさんの
人生相談も寄せられたそうです。「どうして勉強
しないといけないの？」「兄を殺した犯人を許せ
ない」など、簡単に答えがでるものではない相
談に、真摯に向き合い、言葉を紡いで回答する
著者の姿勢に、優しく背中を押され一歩踏み出
せるような気持ちになります。

新着図書からピックアップ

●アーヌエヌエ清水●

　平成23 年に結成し９年目のフラダンスサー
クルです。ハワイ語の「アーヌエヌエ」は「虹」
を意味します。
  多数の教室の講師をされている望月成子先生
と共に練習しており、帯広で開催される発表会、
おさらい会へも参加しています。また、地元秋
祭り、ボランティアなどの参加活動なども行っ
ています。ハワイ語の曲又は聞き慣れた歌謡曲
と共に体を動かしているだけで癒されます。
  興味のある方は一緒に楽しみましょう。
●活動日時　毎週木曜日　13時 30分～15時
●活動場所　文化センター
●問合せ先　寺町（℡62-2080）

社会教育関係団体紹介

清水小学校６年生スキー授業

「予約」「リクエスト」サービスの活用を！
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誕 

生

白
川　
壱い

す
け祐　

ち
や
ん
（
拓
磨 

／ 

成
美
）

鳥
羽　
惟い

す
け介　

ち
や
ん
（
宏
紀 

／ 

綾
乃
）

所
得
税
の

確
定
申
告
が

間
違
っ
て
い
た
と
き

ぜ
い
き
ん

の
お
話
し

広報モニター
　 

哀 

悼

安 

藤  

德 

明 

さ
ん　　
清
和
１

三 

好  

菊 

枝 

さ
ん　　
鉄
南

千 　

  

悦 

夫 

さ
ん　　
御
影
鉄
南

西 

本  

勝 

三 

さ
ん　　
曙

堀  

正 

義 

さ
ん　　
下
佐
幌
平
和

細 

田  

と 

き 

さ
ん　　
清
和
１

小 

嶋  

ハ 

ル 

さ
ん　　
西
都

真 

野  

敬 

子 

さ
ん　　
日
の
出
３

短 

歌

や
せ
狐
わ
が
軒
下
を
ひ
た
ひ
た
と

　
振
り
向
き
な
が
ら
何
処
へ
ゆ
く
の
か
　 

　
田
村
徳
子

葉
を
分
け
て
蕾
を
見
せ
る
君
子
蘭

　
生
命
力
を
わ
れ
に
見
せ
お
り
　  

　  

藤
原
静
子

映
像
見
つ
心
お
き
な
く
大
笑
い

　
独
居
の
佗
び
も
共
に
と
ば
さ
ん
　   

森
山
ヤ
ヨ
イ

福
島
県
黒
石
山
の
裾
に
生
れ

　
無
限
の
大
地
十
勝
に
生
き
る      

　  

宗
像
三
郎

肌
を
刺
す
風
に
か
ら
だ
は
揺
ら
ぎ
つ
つ

　
両
手
に
荷
物
車
へ
急
ぐ
　
　     

　  

村
谷
三
恵

彼
岸
よ
り
あ
な
た
は
此
岸
を
何
と
見
る
　

　
悩
み
の
多
き
娑
婆
の
世
界
を
　 

　
橋
本
佳
代
子

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
疑
ひ
晴
れ
て
下
船
な
す

　
船
客
の
胸
中
の
如
何
ば
か
り
は
や
　  

坂
下
洋
子

ち
ょ
う
み
ん
作
品
館

短
歌
の
寄
稿
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

★
特
集
、
み
そ
汁
の
試
飲

調
査
が
興
味
深
か
っ
た
。

わ
が
町
の
デ
ー
タ
と
い
う

の
が
良
い
と
思
っ
た
。

★
適
塩
の
意
味
は
分
か
る

が
、
ピ
ン
と
こ
な
か
っ
た
。

★
高
血
圧
が
多
く
、
管
内

で
の
順
位
が
ワ
ー
ス
ト
５

　 

結 

婚

藤 

田  

康 

暉 

さ
ん
♡
鈴 

木  

菜 

月 

さ
ん

佐 

藤  

圭 

吾 

さ
ん
♡
伊 

藤  

彩 

さ
ん

位
で
あ
る
結
果
に
驚
い
た
。

★
血
管
の
太
さ
に
対
し
具
体

的
な
例
が
勉
強
に
な
っ
た
。

★
味
付
け
の
工
夫
や
レ
シ
ピ

も
大
変
参
考
に
な
っ
た
。
男

性
で
も
よ
く
理
解
で
き
た
。

★
食
塩
の
量
を
ス
プ
ー
ン
の

イ
ラ
ス
ト
な
ど
で
表
記
す
る

と
も
っ
と
分
か
り
や
す
か
っ

た
。

★
特
集
の
内
容
が
も
う
少
し

詳
し
い
と
良
か
っ
た
。

★
屋
外
拡
声
器
や
広
報
車
か

ら
の
発
信
よ
り
も
確
実
に
情

報
が
迅
速
に
伝
わ
る
戸
別
受

信
機
に
期
待
で
き
る
。

★
カ
ラ
ー
が
美
し
い
。
祭
り

の
写
真
も
上
手
く
レ
イ
ア
ウ

ト
さ
れ
て
い
て
見
や
す
か
っ

た
。

★
吹
き
出
し
で
の
コ
メ
ン
ト

つ
き
の
イ
ベ
ン
ト
写
真
、
楽

し
そ
う
な
様
子
が
伝
わ
っ
て

き
た
。

★
フ
ッ
ト
サ
ル
リ
ト
ル
ガ
ー

ル
ズ
の
２
人
の
活
躍
は
明
る

い
ニ
ュ
ー
ス
で
希
望
に
な
る
。

★
成
人
式
の
写
真
か
ら
同
級

生
と
の
再
会
や
会
食
の
楽
し

げ
な
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

●
税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
と
き

　
所
得
税
の
確
定
申
告
を
提
出
し
た
後

で
、
税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
こ
と

に
気
付
い
た
と
き
は
、「
更
正
の
請
求
」

を
し
て
正
し
い
税
額
へ
の
訂
正
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
各
年
分
の
法
定
申
告
期
限
（
各
年
の

翌
年
３
月
15
日
）
か
ら
５
年
以
内
に
更

正
の
請
求
書
を
税
務
署
に
提
出
し
ま

す
。

●
税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
と
き

　
所
得
税
の
確
定
申
告
を
提
出
し
た
後

で
、
税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
こ

と
に
気
付
い
た
と
き
は
、「
修
正
申
告
」

を
提
出
し
て
正
し
い
税
額
に
修
正
し
ま

す
。

　

修
正
申
告
に
よ
っ
て
新
た
に
納
め

る
税
額
は
、
修
正
申
告
を
提
出
す
る

日
（
納
期
限
）
ま
で
に
、
延
滞
税
と
併

せ
て
納
め
ま
す
。
な
お
、
修
正
申
告
に

よ
っ
て
納
め
る
税
額
に
は
、
法
定
納
期

限
（
令
和
元
年
分
は
令
和
２
年
３
月
16

日
（
月
））
の
翌
日
か
ら
延
滞
税
が
か

か
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
申

告
・
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
修

正
申
告
を
す
る
場
合
や
、
税
務
署
長
が

更
正
を
行
う
場
合
に
は
、
加
算
税
が
賦

課
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

あ

が

と

き

3/16 ～ 4/15

役場＝清水町役場　　文セ＝文化センター　　御支＝御影支所　　保セ＝保健福祉センター　　図書＝図書館
ハモ＝ハーモニープラザ　　町体＝清水町体育館　　アリ＝アイスアリーナ　　改善＝改善センター
消防＝清水消防署　　第１＝第１保育所　　第２＝第２保育所　　御こ＝御影こども園　　幼稚＝幼稚園
清小＝清水小学校　　御小＝御影小学校　　清中＝清水中学校　　御中＝御影中学校

人口  9,337 人（-21）
男  4,589 人（-10）  女 4,748 人（-11）
世帯数  4,706（-15）
令和 2年 2月末現在 （　　）は前月比

町  

長  

の  

日  

記

3/16 月
17 火
18 水

19 木
■運転免許更新時講習
　　（文セ優良 13 時 30 分、一般 14 時 30 分、
　　　違反 16 時）

20 金
21 土
22 日
23 月
24 火
25 水
26 木
27 金
28 土
29 日
30 月
31 火

4/1 水 ■エントランスホール展「開館 30 周年記念
　　山名万里写真展」　（～ 27 日）（図書 10 時）

2 木

3 金

4 土

5 日

6 月

7 火 ■町民と町長のふれあいトーク（役場 9 時）

8 水
■清水小学校入学式（10 時）
■御影小学校入学式（10 時）
■清水中学校入学式（13 時）
■御影中学校入学式（13 時）

9 木 ■清水高校入学式（9 時）

10 金 ■清水幼稚園入園式（10 時）

11 土 ■お話し会（図書 10 時 30 分）

12 日

13 月

14 火

15 水

■
な
ん
と
、
昨
年
発
行
し

た
広
報
し
み
ず
11
月
号
が

北
海
道
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

広
報
誌
（
紙
）・
町
村
の
部

で
入
選
し
ま
し
た
！

　
今
回
の
入
賞
は
町
民
の

皆
さ
ん
、
職
員
の
協
力
が

あ
っ
て
成
し
遂
げ
ら
れ
た

も
の
。
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
分
か
り
や

す
い
紙
面
作
り
に
努
め
て

い
き
ま
す
！
皆
さ
ん
の
更

な
る
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
！

　
な
お
、
11
月
号
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
北
海
道
の
広

報
ま
る
ご
と
検
索
く
ん
か

ら
も
閲
覧
可
能
で
す
。

　
　
　

 （
下
保
、
長
谷
川
）

16ShimizuMARCH 2020

　

埼
玉
県
深
谷
市
に
あ
る
渋

沢
栄
一
記
念
館
の
坂
倉
館
長

に
本
町
へ
お
越
し
い
た
だ
き
、

渋
沢
栄
一
翁
の
講
演
会
を
開

催
し
た
。
会
場
に
は
町
内
外

か
ら
150
人
以
上
の
人
た
ち
が

集
ま
り
大
盛
況
で
あ
っ
た
。

　

渋
沢
栄
一
翁
は
経
済
人
と

し
て
の
活
動
の
他
、
社
会
福

祉
事
業
に
も
情
熱
を
注
い
だ
。

そ
こ
に
あ
る
の
は
幼
い
こ
ろ

母
に
育
ま
れ
た
忠ち
ゅ
う
じ
ょ恕「
ま
ご

こ
ろ
と
思
い
や
り
」
の
心
だ

と
い
う
。

　

渋
沢
栄
一
翁
の
開
拓
者
精

神
が
引
き
継
が
れ
る
我
が
清

水
町
。
次
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
に
も
し
っ
か
り
と
渋
沢

栄
一
翁
の
忠
恕
の
心
を
伝
え

て
い
き
た
い
。

（
２
月
２
日
の
日
記
よ
り
）

【ごみクイズの答え】Ｑ１、金属ごみ　Ｑ２、金属ごみ（ガスを出
し切って穴を開ける）Ｑ３、燃やせないごみ

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
入
選

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、イベン
トなどは中止・延期になる可能性がありますので、
ご了承ください。イベントの最新情報は町ホーム
ページに掲載していますので、ご確認ください。



　
２
月
15
日
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク

ラ
ブ
「
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
昔
遊

び
」
が
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
、
小
学
生
18
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
会
員
か
ら
、は
さ
み
将
棋
・

け
ん
玉
・
お
て
だ
ま
・
こ
ま
の
遊

び
を
、教
わ
り
な
が
ら
体
験
。高

齢
者
と
交
流
し
な
が
ら
昔
の
遊

び
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。最
後

に
全
員
で「
童
謡
カ
ル
タ
」に
も

挑
戦
。取
り
札
の
童
謡
が
歌
わ

れ
る
た
び
に
、「
と
れ
た
よ
！
」

と
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
第
57
次
南
極
地
域
観
測
隊
の

調
理
隊
員
に
史
上
初
マ
マ
さ
ん

で
活
動
し
た
渡
貫
淳
子
さ
ん
の

講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
南
極
で
の
調
理
の
際
に
環
境

へ
の
負
荷
を
考
え
、
生
ご
み
や

排
水
を
出
さ
な
い
工
夫
を
続
け

て
き
た
こ
と
、
食
糧
は
年
１
回

し
か
調
達
で
き
な
い
た
め
、
７

か
月
経
過
し
た
キ
ャ
ベ
ツ
も
工

夫
し
食
べ
た
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
あ
り
ま
し
た
。

　
工
夫
次
第
で
環
境
に
や
さ
し

い
生
活
を
送
れ
る
術
を
学
ぶ
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

南極生活経験から工夫次第で
豊かに暮らせる知恵を学ぶ２/４

２/15
昔の遊びを楽しみながら
異世代交流

Monthly Topics
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２
月
16
日
、
町
食
育
推
進
協

議
会
主
催
「
清
水
の
豆
で
遊
ぼ

う
」
が
、
町
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ

ザ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
に
（
株
）
い
た
だ
き
ま

す
カ
ン
パ
ニ
ー
の
岡
野
香
子
さ

ん
を
招
き
、
食
に
適
さ
な
い
豆

を
材
料
に
、
万
華
鏡
と
貼
り
絵

の
作
品
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
か
ら

「
万
華
鏡
を
の
ぞ
く
と
キ
ラ
キ
ラ

し
て
き
れ
い
だ
っ
た
。」「
豆
の

貼
り
絵
が
上
手
に
で
き
て
う
れ

し
い
。
家
に
飾
り
た
い
。」
と
笑

顔
で
話
し
て
い
ま
し
た

　
２
月
13
日
、
清
水
町
赤
十
字

奉
仕
団
が
ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
（
包

装
食
袋
）
調
理
研
修
会
を
実
施
、

団
員
10
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
は
強
化
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
製
の
包
装
食
袋
。
耐

熱
性
に
優
れ
、
袋
の
ま
ま
調
理

が
で
き
、
持
ち
運
び
に
も
便
利

な
こ
と
か
ら
、
非
常
食
の
調
理

等
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　
メ
ニ
ュ
ー
は
、
炊
き
込
み
ご

飯
、
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
な
ど
４
種

類
。
参
加
者
は「
万
が
一
に
備
え
、

多
様
な
メ
ニ
ュ
ー
を
学
ん
で
い

き
た
い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ハイゼックス調理法を学ぶ
赤十字奉仕団研修会２/ 13

２/16
清水の豆などを材料に
万華鏡と貼り絵の作品づくり

じょうほう瓦版
図書館エントランスホール展「村上俊彦　
油彩画展 清水四景＋Ｘ」を開催

19 Shimizu MARCH 2020

- 自己記録更新を目指して - 町民スケート
大会に 40 名が出場

-楽しく運動不足を解消 -チャレンジ・ザ・
ゲーム講習会（御影会場）に20名が参加

-冬景色を眺めながら気持ちよい汗を -
町民歩くスキー大会を開催

清水ジュニアコーラスが混声合唱団THE GOUGE
( ｻﾞ･ ｶ ｳ゙ｼ ｭ゙ )とのコンサートを開催

2/1

- 被災時に便利な 100 円グッズ活用法を実践 -
まちづくり研修会「地域の防災力を考える」

2/1

2/1

－町内事業所で初の認定 - 清水旭山学園
が消防庁の消防団協力事業所として認定

- 好きな言葉をのびのび書く - 書写ボラン
ティアが清水小６年生の書写授業を支援

2/8

2/17

2/122/15

2/22
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３
月
号

広
報
し
み
ず
７
３
３
号

学
習
情
報
ゆ
う
・
え
る
４
５
６
号

●
発
行　
北
海
道
清
水
町　
●
編
集　
企
画
課
広
報
広
聴
係　
☎
０
１
５
６
（
62
）
２
１
１
４

●
発
行
・
編
集　
清
水
町
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
０
１
５
６
（
62
）
５
１
１
５

◆
北
海
道
清
水
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
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清
水
交
通
少
年
団
は
、
昭
和

53
年
か
ら
活
動
を
開
始
し

今
年
で
43
年
目
と
な
る
歴
史
あ

る
少
年
団
で
す
。
し
か
し
、
平

成
29
年
度
か
ら
２
年
間
、
団
員

不
足
の
た
め
、
活
動
を
一
時
停

止
し
て
い
ま
し
た
。
今
年
度
に

入
り
団
員
が
増
え
、
活
動
を
再
開
。

今
年
度
再
始
動
を
果
た
し
た
清

水
交
通
少
年
団
に
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
し
ま
し
た
。

現
在
所
属
す
る
団
員
は
５
名

（
６
年
生
１
人
、
４
年
生

４
人
）。
今
年
の
活
動
内
容
は
、

登
校
時
刻
に
緑
の
お
ば
さ
ん
（
お

じ
さ
ん
）
と
の
交
通
安
全
街
頭

指
導
、
旗
波
、
芽
室
自
動
車
学

校
に
行
き
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
で

の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
体
験
、
今

年
度
か
ら
新
た
に
交
通
安
全
啓

発
ポ
ス
タ
ー
作
り
や
交
通
安
全

標
語
を
作
成
し
応
募
す
る
な
ど
、

フォーカス 

No.254

安藤結
ゆ な

菜さん

楽
し
み
な
が
ら
仲
を
深
め
ら
れ

る
活
動
も
あ
り
ま
す
。

ク
ラ
ブ
活
動
や
習
い
事
と
は

違
う
少
年
団
活
動
。
年
に

５
回
程
度
、
町
内
外
問
わ
ず
幅

広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
団
員

の
募
集
は
清
水
小
学
校
４
～
６

年
生
を
対
象
に
随
時
行
っ
て
い

ま
す
。
交
通
安
全
に
関
わ
る
さ

ま
ざ
ま
な
経
験
が
今
後
の
生
活

に
と
っ
て
貴
重
な
も
の
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
い
っ

ぱ
い
力
を
合
わ
せ
て
、
交
通
ル

ー
ル
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

【
少
年
団
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
町
民
生
活
課
住
民
活
動
係

　

☎
62
‐
１
１
５
１

横松 華
はな

さん

交通安全ＰＲポスターを
校内に貼り付け

交
通
ル
ー
ル
の
大
切
さ
を

　
　
　
　
み
ん
な
に
伝
え
た
い
！

山本陽
は る あ

愛さん
辻屋美

み は る

晴さん
大西璃

り い

衣さん

盛
り
だ
く
さ
ん
。
こ
れ
ら
の
活

動
を
通
じ
て
、
後
部
座
席
で
の

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
大
切
さ
、

危
険
な
場
所
が
身
近
に
潜
ん
で

い
る
こ
と
を
学
べ
た
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
新
得
・
鹿
追
の
交

通
少
年
団
と
の
活
動
報
告
会
で

の
交
流
を
通
じ
新
し
い

友
達
も
で
き
た
そ
う
で
す
。

団
長
を
務
め
る
清
水

小
６
年
生
の
安
藤

結
菜
さ
ん
は
、「
他
の
町

と
の
活
動
報
告
会
で
、

清
水
代
表
と
し
て
活
動

内
容
を
発
表
し
ま
し
た
。

と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
が
、

み
ん
な
に
上
手
く
伝
え

ら
れ
て
良
か
っ
た
で
す
。」

と
、話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

来
年
度
、
５
年
生
に

な
る
団
員
た
ち
か

ら
は
、「
ま
た
ポ
ス
タ
ー

を
作
り
た
い
！
」
と
の
前
向
き

な
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

交
通
安
全
啓
発
活
動
の
他
に
も
、

屋
外
で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど

清水交通少年団


